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れるべきだろう。たとえば第 4 章の金融や第 8 章の
石炭産業は，たしかに 1950 年代の構造が 60 年代以
降に連続する分野だが，それはいわば「負の連続
性」としての限界をもつものであった。あるいは第
7 章の造船業は，1960 年代以降も基幹部門として
残ったものの，その内実は 50 年代までの計画造船
が限界に直面したあと，資本と市場を転換するなか
で新たに輸出産業として生まれ変わった分野であ
る。そして何よりも，本書では対象とできない部
門，つまり 1950 年代まで存在しなかった衣類，雑
貨，家電などの輸出産業が 60 年代以降にあらわ
れ，自動車，鉄鋼，化学なども輸入代替から出発し
て形成されていくことも視野に入れなければならな
い。金融面でも，政府が借款を導入し，政府系金融
機関を通じて輸出産業の資金として供給するという
新たなメカニズムが，フォーマル部門に生まれてく
る。本書の成果を前提としながら，1960 年代以降
の経済成長期の分析を新たな視点から進めていくこ
とが課題となるだろう。
（東京経済大学経済学部教授）
